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3Dコンテンツ・模型：カラフル有孔虫の作り方

オブジェクトの部位ごとに色分けをして表示することができます。

レンダリング方式をサーフェイスに変えたら、[メインコントロール] から [ボクセル加工] を開きます。

[連続領域への操作] を選択し、[全領域を選択] を実行します。
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全領域が選択されました。

[選択領域ポリゴンを複製] を実行し、[ボクセル加工] を閉じます。



3

[メインコントロール] に追加された複製ポリゴンの表示チェックを外したのち、ボクセルサーフェイスを選択し、
[物体 /空間分割] を開きます。 

分割対象に [空間] を選択し、[分割解析] を実行します。
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オブジェクト(緑色)と、空隙を仕切る分割部の候補(白色)が自動で認識されました。

[全結果を選択］を実行します。空隙を仕切る分割部のすべてが選択され、黄色で表示されました。
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[分割をボクセルデータに反映] を実行し、[物体 /空間分割] を閉じます。

ボクセルデータを選択した状態で、[メインコントロール] の [ボクセル加工] を開きます。
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[全体への操作] を選択し、[表示対象の反転] を実行します。

[連続領域への操作] を選択したら、表示が反転したオブジェクトをクリックして [選択領域を削除] を実行します。

表示対象を反転すると直方体になる。
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チャンバーが抽出されました。

続いてチェンバーをどれか一つマウスクリックし、[選択領域ポリゴンを複製] を実行します。その後、[全領域を
選択から外す] を実行して、他のチェンバーのポリゴンも複製していきます。終了したら [ボクセル加工] を閉じま
す。
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[メインコントロール] のボクセルデータと最初に複製したポリゴンの表示チェックを外した状態で、
各チャンバーを選択し、 [色] をクリックして色付けします。

すべてのチャンバーが色分けされました。
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最初に複製したポリゴンの表示チェックを入れて、 [描画方式] を [B]または [C] に変更し、色も適宜調整しま
す。暗い色にすると、色が薄くなります。

[ファイル(F)] から  [molcer fileを保存(S)] を実行し、保存します。
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